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６ 下の図のように，全ての辺の長さが等しく体積が 1cm ３の正三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦ

があります。辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＡを 3 等分する点をそれぞれ，Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，

Ｕとし，辺ＢＥを 4 等分する点でＢに最も近い点をＸとします。また，3 つの点Ｐ，

Ｓ，Ｅを通る平面を(あ)，3 つの点Ｒ，Ｕ，Ｆを通る平面を(い)，3 つの点Ｐ，Ｓ，

Ｅを通る平面を(う)，点Ｘを通り底面ＤＥＦに平行な平面を(え)とします。

このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 正三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦを平面(あ)で切ったとき，底面ＤＥＦを含む立体の体積
ふく

は何 cm ３ですか。

(2) 正三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦを平面(あ)，(い)で切ったとき，底面ＤＥＦを含む立体

の体積は何 cm ３ですか。

(3) 正三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦを平面(あ)，(い)，(う)，(え)で切ったとき，底面ＤＥ

Ｆを含む立体の体積は何 cm ３ですか。
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(1) 平面(あ)で切った後，小さい方の

立体は三角すいで，

この三角すいともとの三角柱について，

底面の△ＢＳＰと△ＢＣＡは相似で

相似比は 2：3 なので，面積比は

2 × 2：3 × 3 ＝ 4：9。
また，高さの比は 1：1 なので，

体積比は

4 × 1 × ：9 × 1 ＝ ＝ 4：27。

よって，もとの三角柱と切断後の大きい方の立体，

つまり，底面ＤＥＦを含む立体の体積比は

27：(27 － 4)＝ 27：23。
また，もとの三角柱の体積は 1cm ３ なので，

底面ＤＥＦを含む立体の体積は 1 × ＝ cm ３ です。

(2) (あ)が切り取る三角すいと，(い)が切り取る

三角すいは合同で体積は(1)より，それぞれ

1 × ＝ cm ３ 。

また，この 2 つの三角すいが重なる部分は

右図で，△ＯＲＳを底面とする高さＭＮの

三角すい。

この三角すいについて，底面の△ＯＲＳは

△ＡＰＵと合同。△ＡＰＵは△ＡＢＣと相似で

相似比は 1：3 より，面積比は 1 × 1：3 × 3 ＝ 1：9。
また，△ＲＮＳと△ＦＥＮが相似で，相似比が 1：3 より，

ＭＮ：ＣＦ＝ 1：(1 ＋ 3)＝ 1：4。
よって，この重なる部分の三角すいともとの円柱の体積比は

1 × 1 × ：9 × 4 ＝ ：36 ＝ 1：108 となるので，重なる部分の体積は

1 × ＝ cm ３ 。

したがって，(あ)と(い)によって，切り取られる小さい方の部分の体積は

cm ３ となるので，残る大きい方の立体

の体積は 1 － ＝ cm ３ です。
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(3) もとの三角柱を(あ)，(い)，(う)で

切り取ると，右図の斜線部分の 3 つの

三角すいが重なるので，切り取る立体の

体積は × 3 － × 3

＝ cm ３ 。

さらに，(え)で切り取ると，この体積が

cm ３ の立体から，右図で，

底面が△ＨＮＧで頂点がＯの三角すいが切り取られる。

△ＨＮＧは右下図の，斜線部分の三角形と合同なので

面積は△ＡＢＣの 。また，高さはＢＸに等しく

もとの三角柱の なので，この三角すいの

体積は 1 × × × ＝ cm ３ 。

よって切り取られる立体の体積は全部で

cm ３ 。

したがって，残る底面ＤＥＦを含む方の立体の体積は

＝ cm ３ です。
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